
（様式－１ 表紙） 
  

 １ 調査名称：浜松市総合交通計画策定調査 
 
 
 
 ２ 調査主体：浜松市 
 
 
 ３ 調査圏域：浜松市全域 
 
 
 ４ 調査期間：平成２１年度 
 
 
 ５ 調査概要： 

平成 17 年７月の 12 市町村合併、平成 19 年 4 月の政令指定都市移行による都市

の姿などの変化及び自動車交通の増大や公共交通の衰退等の交通の問題に対応す

るため、昨年度までに示した｢市交通ビジョン（案）｣に基づき、分野別基本方針、

分野別施策及び重点施策を取りまとめ、本市の都市交通マスタープランとなる「浜

松市総合交通計画」を策定し、また、この都市交通マスタープランを着実に推進し、

安全で円滑な交通の確保と魅力あるまちづくりを進めるための取り組みを示す「総

合交通戦略」を策定した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 
 
Ⅰ 調査概要 
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（様式－２ｂ 調査概要） 
 ３ 調査体制 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 委員会名簿等 

                     （平成２１年３月１７日時点） 

浜松市総合交通計画策定委員会 

 所属 役職 氏名 

委員長 埼玉大学工学部 教授 久保田 尚 

委員 日本都市計画家協会 理事 大熊 久夫 

委員 財団法人日本交通公社 主任研究員 大隅 一志 

委員 日本大学理工学部 教授 岸井 隆幸 

委員 東京女子大学現代教養学部 准教授 二村 真理子 

委員 静岡文化芸術大学デザイン学部 教授 宮川 潤次 

委員 中部運輸局静岡運輸支局 支局長 山下 正晴 

委員 中部地方整備局浜松河川国道事務所 所長 盛谷 明弘 

委員 静岡県企画部 政策推進局長 田澤 健司 

委員 遠州鉄道株式会社 
常務取締役 

運輸事業本部長 
竹山 英夫 

委員 天竜浜名湖鉄道株式会社 代表取締役社長 名倉 健三 

委員 浜松市 都市計画部長 柴田 邦弘 

 

【浜松市総合交通戦略】 
浜松２１世紀都市交通会議 

（会長：埼玉大学大学院理工学研究科教授 久保田 尚） 
【会員】学識経験者 市民 産業・経済･観光 交通事業者 
    国土交通省 交通管理者 浜松市 

【浜松市総合交通計画の策定】 
浜松市総合交通計画策定委員会 

（委員長：埼玉大学大学院理工学研究科教授 久保田 尚） 
【会員】学識経験者 交通事業者 
    国土交通省 静岡県 浜松市 



 

                     （平成２１年３月１７日時点） 

浜松２１世紀都市交通会議 

   所属 役職 氏名 

会長 埼玉大学大学院 教授 久保田 尚 

副会長 浜松市都市計画部 部長 柴田 邦弘 

会員 

浜松市自治会連合会 副会長 坂田 英夫 

浜松市身体障害者福祉協議会 会長 二橋 眞州男 

浜松いきいきネットワーク 代表 青木 惇子 

浜松商工会議所地域総合開発委員会 委員長 中村 信吾 

浜松商店界連盟 会長 小野江 隆 

浜松市中央地区駐車場協同組合 理事長 中山 和彦 

浜松青年会議所 理事長 山崎 貴裕 

浜松経済クラブ 理事長 田代 剛 

財団法人浜松観光コンベンションビュ

ーロー 
理事長 中山 正邦 

遠州鉄道株式会社 
常務取締役 

運輸事業本部長 
竹山 英夫 

天竜浜名湖鉄道株式会社 代表取締役社長 名倉 健三 

浜松市タクシー協会 会長 小髙 泰明 

中部運輸局企画観光部 部長 森 勝彦 

中部地方整備局建政部 部長 古川 陽 

中部運輸局静岡運輸支局 支局長 山下 正晴 

中部地方整備局浜松河川国道事務所 所長 盛谷 明弘 

静岡県警察浜松市警察部 浜松市警察部長 礒部 悦藏 

浜松市都市計画審議会 審議委員 齋藤 春代 

浜松市土木部 部長 松井 充 

 



（様式－３ａ 調査成果） 
 

Ⅱ 調査成果 
 １ 調査目的 

平成 17 年７月１日に 12 市町村が合併し、平成 19年 4月 1 日には政令指定都市に移行し

た。今後、地域の特性を活かし、住みやすさが実感できる浜松市を建設するには、市民生

活や経済活動に伴って発生する交通ニーズを適切に把握し、きめ細かく対応していく必要

がある。 

また、多様な交流を促進する道路を整備するとともに、市民の多様な移動に対応できる

公共交通体系と歩行者や二輪車の移動環境を整備していくことなどが重要な課題となって

いる。特に公共交通体系は少子高齢化や人口減少、地球規模の環境問題に直面し、持続可

能な地域を構築する上で極めて重要な課題である。 

以上のことから本業務では、昨年度までに示した｢交通ビジョン（案）｣に基づき、分野

別基本方針、分野別施策及び重点施策を取りまとめ、本市の都市交通マスタープランとな

る「浜松市総合交通計画」を策定し、また、この都市交通マスタープランを着実に推進し、

安全で円滑な交通の確保と魅力あるまちづくりを進めるための取り組みを示す「総合交通

戦略」を策定することを目的とする。 

 

 ２ 調査フロー 

 
 

（１）個別交通施策の立案 
・将来都市構造、公共交通ネットワーク、道路ネットワークに基づく 
・５つのくらしを「分野」とする 

Ⅰ．交通ビジョン（案） 
はままつ流の多様なくらしに対応した「安全・安心・快適」な交通を目指して 
【５つのくらし：日常生活、産業･経済、観光･交流、安全･安心、地球環境保全】 

（２）パッケージ施策の立案 
・施策のパッケージ化 
・重点的に進める施策の抽出 

（３）施策の評価・設定 
・施策の評価方法の設定 

（５）進捗管理体制の構築 
・施策の見直し方法の設定 
・進捗管理方法の設定 

Ⅲ．総合交通戦略の策定 
まちづくりと一体となった交通施策の推進を提示 

Ⅱ．総合交通計画の策定 
都市交通マスタープラン 

（４）施策展開方針の設定 
・アクションプログラムの策定 



３ 調査圏域図 

 

対象区域 



（様式－３ｂ 調査成果） 
 ４ 調査成果 
◆交通ビジョン（案） 

昨年度の検討により、本市の交通マスタープランの基礎となる「交通ビジョン」、「５つの

くらし」、「くらしのイメージ」を以下のとおり整理している。 

本年度の検討は、この「交通ビジョン」他から交通施策、施策展開方針、進捗管理等につ

いて整理した。 

 

 



 

（１）個別交通施策の立案 

・合併、政令指定都市移行により、広大な市域、多様性に富む地域、ものづくり産業の

集積などを併せ持つ都市となった。 

・通勤･通学･通院･買物などの日常生活から活力に満ちた産業経済活動、さらには、多

くの来訪者を迎える観光や交流、広域連携まで様々な都市活動が営まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①将来都市構造に基づく公共交通ネットワーク、道路ネットワークを設定した。 

➢公共交通：様々な地域特性に対応し、市民生活の足としての機能 

○浜松市の魅力を高める、使いやすい公共交通ネットワークを形成します 

○市民の生活を支えるために必要な公共交通サービスを保障します 

・広大な市域の様々な地域特性に配慮し、多様なくらしに対応した公共交通サ

ービスを提供する。 

・都心や拠点、主要な施設間を骨格的な公共交通で結び、使いやすい公共交通

サービスを目指す。 

○地域が主役となって育てる、維持可能な公共交通とします 

・地域・利用者、交通事業者、浜松市の３者が、地域の特性に合った公共交通と

なるように協力していく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢道路 広域連携、都市づくり、産業経済、観光を支える機能 

○広域の移動を支えます。 

・周辺地域とのネットワークを形成し、広域連携の向上を図る。 

○将来都市構造を支えます。 

・都心と各拠点及び、拠点相互を結ぶネットワークを形成する。 

○公共交通ネットワークを支えます 

・公共交通の定時性、速達性の向上のため、円滑に、混雑なく公共交通が走行

できる空間を確保する。 

○安全・安心な移動を支えます 

・ゆとりある歩行空間及び自転車走行空間の確保により、歩行者、自転車も安

心して移動てきる環境づくりを進める。 

○産業経済活動や観光を支えます 

・産業経済活動や観光目的での広域的な移動を支えるネットワークを形成する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②交通ビジョンに基づき、交通施策を立案した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビ ジ ョ ン が目 指 す

「 」5つ の  く ら し  

、 、 、◇ 勤 務 先 学校  病 院 などの 施設  都 心 や拠 点 へ 公共
、 、 。交 通  自 転 車 徒歩 を組 み 合わ せて 行 きや すくす る  

、 、◇ 道 路や 駅  バス タ ーミナル などで  誰 でも円 滑に移 動
。でき るよ うにす る  

◇主要 な鉄道沿線 やバス路線沿線 で電車 や自動車の騒
、 、 。音 振動  排ガス を気にすることなく生活できるようにする 

、◇ 国 内外 の多 くの地 域と 広 範な 市 内を円 滑 に結 び 効
。率 的 に物を 運べ る ようにする  

、 、◇ 市 内外 で働 く人が  業 務で移 動 する 際 に効 率的 に 
。円 滑 に目的 地 ま で移動 でき るよ うにす る  

々 、 、 、◇ 様  な物 品 を 店 舗  企 業 消費 者 のニ ーズ に合 わ
、 。せ て送 った り 届 け たりでき るよ うに する  

、 々◇ 広 範な 市 域に広 がる 主 要な 観 光拠 点 を 様  な 手段
。で周 遊 しや すくす る 

◇ 浜 松の風 景 を楽 しめる 沿道 ・沿線 景 観を市 民 と行 政
。が協 働 しな がら創 って いく 

、◇ 交 流が促 進 す るように 都心 や 拠点 ま で行 きや す くす
。る  

、◇ 避 難路 や 緊急 輸 送路  被災 地 復興 支 援の 役割 を担 う
、 。道 路 を確保 し 災 害に強 いま ち づくりを進 める  

◇ 比 較的 広 い幅 員を持 つ 道路 の整 備 や細 街 路 の拡幅
、 。によ り 災 害の 拡大 を防 ぐ 

◇ 身 近な 生 活空 間 にお いて交 通 事故 発 生 を防ぐ よ うな
。道 路 整備 や 交通 安 全意 識 の向 上を 図る  

、◇ 市 民と 行政 の協 働 によっ て 移動 す る際 に地 球環 境
。の保 全 に寄 与す るよ う意識 の向 上を 図る  

◇ 環 境負 荷 の小 さい浜松 型 コン パクトシ テ ィの実 現に貢
。献 す るような 交通 ネ ットワ ー クを 造っ ていく 

くらしの

交通ビジョン

日 ご ろ の
市 民 生 活 に

おける
移 動 が 手 軽 な

「 」 くらし  

活 発 な 産 業 ・
経 済 活 動 に
支 えられ た

豊 か な
「 」 くらし  

交 流 や 観 光 が
盛 ん な

にぎわ い ある
「 」 くらし  

地 球 環 境 に
や さし い
「 」 くらし 

、災 害 に 強 く 
交 通 事 故 の

無 い
安 全 ・安 心 な

「 」 くらし  

「 」 （ ） くらし のイメージ 方針 

「

」

は
ま
ま
つ
流
の
多
様
な
く
ら
し
に
対
応
し
た 

安
全
・
安
心
・
快
適 

な
交
通
を
目
指
し
て

（ ）総 合 交 通 施 策  素 案  

．1 0 駅前 広場 周 辺の 都 市空 間 の改 善

．1  将 来公 共 交通 ネ ットワーク の構 築

．2  ミニ バ スター ミナルの 整 備

．7  天 竜浜 名 湖鉄 道 の活 性 化およ び再 生

．3  公 共交 通 の維 持 および新 規 導入 ル ールの 策 定

．5  公 共交 通 運賃 負 担の ル ール づくり

．6  交 通情 報 の提 供

．8  歩 行空 間 ネ ットワ ークの 構 築

．1 6 荷捌 き交通 の 整序 化

．1 7 駐車 場の 適 正配 置

．1 8 都心 回遊 シ ステ ムとの 連 携

．1 5 都心 交通 の 整流 化

．9  自 転車 空 間ネ ットワーク の 構築

．2 0 観光 レンタサ イ クル の 拡充

．2 2 浜松 風景 街 道づ くり

．2 1 観光 バス 用 駐車 場 と送 迎レー ンの整 備

 -   道路 の 愛護 制 度によ る維 持・ 管理 の 推進

．1 9 浜名 湖水 上 交通 の 検討

．1 4 スマ ートイ ンターチ ェンジ の整 備

．2 3 交通 事故 多 発交 差 点の 改 良

 -   コミュ ニ ティ・ ゾーン事 業 の実 施

．2 4 交通 安全 啓 発活 動 の実 施

 -   狭い 道路 の拡 幅 整備 事 業の 推 進

．1 2 道路 沿道 環 境改 善 施設 の 整備

．2 5 新た な 交通 シ ステ ムの 導入 検 討

．2 7 交通 施策 の PR・啓 発 イベ ントの実 施

．2 6 モビリテ ィ・マ ネ ジメ ントの 展開

．1 3 渋滞 多発 ポイ ントにおける 交差 点 改良

．1 1 主要 幹線 道 路ネ ットワーク の 構築

．4  中 山間 地 の生 活 を支 える道 路 整備 の 推進



（２）パッケージ施策の立案 

①交通施策の体系で位置付けた各交通施策が所期の効果を発揮できるよう、総合的に進め

ていくため、各施策を組み合わせて展開することとし、「５つのくらし」別パッケージ

により進めることとした。 

 

 

②特に重点的に進める施策を設定した。 

○将来の交通ネットワークをつくる施策 

・公共交通の運行を維持、改善し、定時性や速達性を確保するため、「浜松市の

魅力を高める、使いやすい公共交通ネットワーク」の形成を目指す。 

・公共交通の各路線の維持や新規導入の基準、ルールの運用、意識啓発、そして、

運行を支える主要幹線道路整備や交通結節点整備など、ソフト施策、ハード施

策を総合的に実施する。 

分野 交通施策 

将来交通ネットワーク

の形成に向けた施策 

（ソフト施策） 

1 バス路線の再編 

3 地域の実情に応じた運行形態の導入 

5 公共交通の利用を促進する料金設定 

6 交通情報の提供 

7 天竜浜名湖鉄道の活性化及び再生 

26 新たな交通システムの導入 

27 モビリティ・マネジメントの実施 

将来交通ネットワーク

の形成に向けた施策 

（ハード施策） 

2 交通結節点の配置 

4 中山間地の生活を支える道路の整備 

7 天竜浜名湖鉄道の活性化及び再生 

11 主要幹線道路の整備 

13 渋滞多発ポイントにおける交差点改良 

26 新たな交通システムの導入 



 

○都心の育成を図る施策 

都市活動の中心として、そして、交通ネットワークの「核」としての機能 

➢多様な交通手段のサービスレベルが向上した移動しやすい都心交通 

・都心内を移動しやすくし、人や物の動きを活発化させるため、回遊、交通

結節点、アクセス機能の視点で交通サービスレベルの向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）施策の評価・設定 

施策を展開していく中で、各施策の進捗及びその効果を適切に評価し、必要に応じた計画

及び実施方法の見直しへと結びつけていくことし、施策の評価にあたっては PDCA サイク

ルを用いることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

施 策 の 実 施

ア ウ ト プ ッ ト
⇒  施 策 に よ る 整 備 量 や 供 給 量

 ア ウ ト カ ム
⇒ 「 」　    5 つ の く ら し  の 向 上

評 　 　 価

 施 策 の
進 捗 状 況 の 確 認

目 標 の
達 成 状 況 の 確 認

施 策 の 見 直 し



 

 
（４）施策展開方針の設定 

①アクションプログラムとは 

・交通施策を円滑に実施していくため、市民のニーズや緊急性、実現可能性等を考慮し、

また、行政の役割や民間の対応を明らかにし、「いつ（時期）」「だれが（主体）」「何を

（施策）」「どこで（場所、範囲）」「どのように（方法、内容）」実施するのかについて

整理した。 

・この行政と民間の連携・協働のもと、一体となって短期・中期・長期での実現を目指し

て取り組むための行政・民間共通の行動計画をアクションプログラムとした。 

・アクションプログラムの目標年次は、都市計画マスタープランやその他の関連計画と同

様、概ね 20 年後の「平成 42 年頃」とした。 

・計画策定後の平成 22 年度から 5 年間を短期として位置付け、その後の期間を中期（5

～10 年）、長期（10 年～）に分類し、それぞれの期間において展開する施策の内容を整

理した。 

 

【短期】（平成22～26年） 

（計画策定後、概ね5年以内

の期間）で展開する施策 

 

・交通体系に関する問題・課

題の内、喫緊の課題に対応

するため、早急に施策の具

体的内容や実施主体等を

示し、施策の早期展開を目

指す。 

・展開の際は、実施主体や関

係主体との連携や施策実

施に向けた協議・調整を行

う。 

・また、中期施策、長期施策

の実施に向けたデータ収

集や問題・課題の確認のた

めの実証実験等を行う。 

【中期】（平成 27～31 年） 

（計画策定後、概ね 5～10

年後までの期間）で展開

する施策 

・当面は現時点の状況及び

短期施策の効果を注視し

つつ、中期的な課題に対

応する施策とする。 

・施策実施までの期間は、

状況把握や準備作業を行

う。 

・実施段階に至った際は、

実施主体や関係主体との

連携や施策実施に向けた

協議・調整を行う。 

【長期】（平成 31～42 年頃） 

（計画策定後、概ね 10年後以

降）で展開する施策 

 

・実現可能性や事業費等の検

証を進める必要があるた

め、長期的な課題に対応す

る施策とする。 

・施策実施までの期間は、市

民や関係主体の意見を広く

収集し、ニーズの把握や費

用対効果の測定等など、状

況把握や準備作業を行う。 

・実施段階に至った際は、実

施主体や関係主体との連携

や施策実施に向けた協議・

調整を行う。 

 



 
（５）進捗管理体制の構築 

➢市民協働により取り組みを進めます。 

○総合交通計画は、交通ビジョンが目指す５つの「くらし」の実現に向けて、市民や企

業等と浜松市が協働し、交通に関する様々な施策を進める。 

○計画が予定通り進んでいるか、期待していた効果が得られているかについて、市民・

交通事業者・関係機関・浜松市で組織する浜松21世紀都市交通会議において評価し、

必要に応じて計画を見直します。この計画策定、施策展開、評価、見直しをPDCAサイ

クルにより進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．総合交通計画の策定 

以上の検討により、「公共交通」、「道路」、「都心交通」を「基本となる交通」とし、交通

施策、アクションプログラム、進捗管理体制を位置づけた本市の交通マスタープランを策定

した。 

総合交通計画は、以下の章構成とした。 

 



 

Ⅲ．総合交通戦略の策定 

総合交通計画の内、特に「まちづくりと一体となった交通施策の推進」に関し、「基本と

なる交通」を連携させ、「公共交通」、「道路」、「都心交通」の各ネットワークなどにより、

「公共交通」の運行と「道路」の配置や整備を整合させることとした。 

これらにより、広い市域、都心や副都心、拠点の結びつきを強力なものとした。 

 

第二東名自動 車道

浜松西インター線

浜
北

馬
郡

線
笠 井坪井線

中
ノ 町都

田線

龍禅寺雄踏線

馬
込

住
吉

線

浜
北

米
津

線

北島住吉線

小
池

三
島

線

広沢西
伊場線

下
石田細江

線

有
玉

南
中

田
島

線

大柳篠原 線

国吉蜆 塚線

野
口

板
屋

線

竜禅寺森田 線

鴨
江

倉
松

線

三島篠原線

寺島大 原線

中
郡

福
塚

線

上
島

柏
原

線

泉
倉

松
線

森
田

米
津

線

飯田鴨 江線

天
竜

川
駅

前
線

高林芳川線

松江板 屋線

植松和地線

鶴見 向宿線

早
出

寺
脇

線

旭町鴨江線

元
浜

米
津

線西鴨江雄踏線

西
鴨

江
柏

原
線

掛塚砂山線

亀
山

森
田

線

池川富塚 線

池 川和地山 線

萩湖東線

砂山
菅

原線

相生 板屋線

小
池

細
島

線

根
上

り松
佐

鳴
湖線

子
安

線

篠 原舞阪 線

高
丘

８
号

線

高
丘

６
号

線

高丘
５号線

高丘４号線

高丘
３号線

高
丘

２
号

線

上 島駅
停車 場線

福塚三 新線

横
尾

線

佐鳴湖西線

有玉 南初生線

積志半田線半田初生線

東
三

方
初

生
線

東
１号

線

東２号線
東３号線

東 ４号 線

東５号線

東７号線

東
６号

線

佐鳴 湖南線

磐田 笠井線

鴨
江

菅
原

線

半田 有玉西線

西鴨江線

鍛
治

平
田

線

中瀬都
田線

大
原

半
田

線

南
浅

田
線

西丘深萩線

大
山

線

砂
山

寺
島

線

助
信

６号
線

早
馬

１ 号
線

横尾
川山

線

鍛
治

平
田

１号
線

半田東 三方線

白昭沢上 線

西岸
ふれあい通り線

西
岸

も
く

せ
い

通
り

線

西
岸

む
くげ

通
り線

西
岸

み
ちく

さ
通

り線

和 地線

新
川

桜
橋

線

大門通東線大
門

通
南

線砂山 海老塚線

大 門通西線

中
田

島
上

島
線

高丘
１０号

線

高丘１１号
線

上
島

線

有
玉

南
十

軒
線

旭
平

田線

第二 東名自動 車道

浜
北

馬
郡

線

浜
北米

津
線

小
林

小
松

線

寺島大 原線

本
通

り線

美
薗

線

川 会浜北線

高畑線

寺島内野線

貴
布

祢
線

中
瀬都田線

新
都

市
環

状
１号

線

新
都

市
環

状
２号

線

中
瀬

西
部

線

中瀬 中央線

中瀬南部 線

上
島

永
島

線

竜禅 寺雄踏線

堀出領家 線

堀 出前線

笠
井

坪
井

線

高
丘

７
号

線

高
丘

西
線

高
丘

９
号

線

高
丘１号

線

上
島

柏
原

線

龍禅寺雄踏線

飯田鴨 江線

国 吉蜆塚 線

馬 込住吉線

植松和地 線

砂山 線

舞阪駅北 通線

新都市
中央１号線

新都市
中央２号線

有
玉

南
中

田
島

線

中
ノ町

都
田

線

中
郡

福
塚

線

国吉蜆塚線

植松
和地

線

浜松市都市計画道路整備状況図
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まち交事業区域

将来公共交通ネットワーク及び主要幹線道路ネットワーク
図
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交通広場型

交流促進型
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観光交流拠点 ―
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5環状11放射道路網
主要幹線道路

補助幹線（公共交通に資する道路）

基幹路線（JR東海道線、遠州鉄道線）

基本となる交通の連携 


